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福音書からのメッセージ 

それから、弟子たちに言われた。「わたし

について来たい者は、自分を捨て、自分の

十字架を背負って、わたしに従いなさい。 

（マタイによる福音書 16 章 24 節） 

 

今週の聖書の中で、イエス様はご自分が

エルサレムに行き、殺されること、そして

三日目に復活することになっているとい

うことを告げられます。「打ち明け始めら

れた」と書いてある通り、ことあるごとに

イエス様は、弟子たちに対してそう言って

いたのでしょう。イエス様は「このときか

ら」受難について語り始められたと聖書は

伝えます。では「このとき」とはどのよう

なときでしょうか。 

先週の場面を振り返ってみましょう。先

週の場面でイエス様は弟子たちに対し、

「あなたがたはわたしを何者だと思うの

か」と問います。ペトロはイエス様にこう

答えます。「あなたはメシア、生ける神の

子です」と。イエス様こそわたしの救い主

であると、信仰を告白したのです。イエス

様はペトロのこの言葉を喜び、ペトロとい

う岩の上に教会を建てること、そして天の

国の門の鍵をあずけることをペトロに約

束しました。 

そのすぐ後の出来事です。ペトロは鼻

高々、意気揚々として弟子たちの先頭に立

って歩いていたことでしょう。でもその中

で、イエス様は弟子たちに対して何度も言

うのです。自分は殺されることになってい

ると。 

ペトロはイエス様をいさめてしまいま

す。「そんなことがあってはなりません」

と。ペトロの心には、大好きなイエス様を

失いたくないという気持ちもあったでし

ょう。しかしもしもイエス様が殺されたと

したら、自分はどうなってしまうのか。せ

っかくイエス様にいただいたお恵みが、す

べて意味のないものになってしまうかも

しれないのです。 

ペトロの発言は、イエス様のことだけを

思ってなされたものでしょうか。きっと自

分のことを大切に思う気持ちもあったと

思います。イエス様はそのペトロの思いを

見透かされたのかもしれません。 

イエス様が命じられた「自分を捨てる」

ということは、とても難しいことです。し

かしこの言葉には「否定する」という意味

もあります。自分の思いを優先するのでは

なく、神さまが何をされようとしているの

か、神さまのみ心は何なのか。そのことを

第一に考えていくことこそ、「自分を捨て

る」ことにつながるのだと思います。 

イエス様はわたしたちと神さまとの架

け橋になるために、十字架へと向かわれま

した。わたしたち一人ひとりを愛している、

それが神さまのみ心でした。イエス様はそ

の神さまの思いに従い、苦難の道を歩まれ

るのです。 

わたしたちもまた、神さまの思いに聞き、

歩んでいきたいと思います。その歩みを、

神さまは喜ばれるのです。 
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